
外国人児童生徒等の日本語指導に関するオンライン研修
―資質・能力の「豆の木モデル」にもとづく研修デザインの提案―

谷 啓子・齋藤ひろみ・工藤聖子・稲田直子・小西円（東京学芸大学）

子どもの日本語教育研究会 第11回大会2026.2.28 ポスター発表【実践報告】

発表NO.17

研修テーマ
「2025年度 研修B 幼・小・中・高の学びの連続性を保障することばの教育」
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（６）グループワークの具体的なタスク

３ 研修の成果
（１）アンケート結果から
（２）「豆の木モデル」に基づく研修の可能性



１ 発表の背景と目的

＊本ユニット → 東京学芸大学先端教育人材育成推進機構外国人児童生徒教育ユニット
令和７年度 オンライン研修「多様性が活きることばの教育」 幼・小・中・高の学びの連続性を保障することばの教育

現状 ・各地で子どもの日本語教育担当者・支援者向けの研修
・オンライン研修も増加
・一方で、オンラインの特徴を生かした研修の検討は不十分

発表者ら（本ユニット）が実施したオンライン研修
・2023年度～、年３回、日本語指導初任者向け
・外国人児童生徒等教育を担う人材の資質・能力モデル「豆の木モデル」

（日本語教育学会2020）による資質能力の設定・内容構成の設定

本発表の目的
2025年度の研修を中心に研修の企画・実施の実相を報告し、「豆の木モデル」
に基づく初任者向けオンライン研修のデザインを提案する



第1回 6/8（日） 子どもの持てる力と経験を新たな学びにつなぐ～初期支援と活動のアイデア～
 ・講義「来日直後の受入れ体制と初期日本語支援」 谷 啓子（東京学芸大学）

 ・事例報告「‘学びの連続性’と‘自分らしく’

  ～小学生と中学生が一緒に学ぶ『みらい西』の事例より～

                     坂柳言衣（豊橋市市立羽田中学校／豊橋市豊橋初期支援コース「みらい西」）

第2回 7/6（日）探究する力・自律的に学ぶ力を高める～日本語と教科の統合学習～

・講義「成長段階に応じた学ぶ力を高める日本語と教科の統合学習」 見世千賀子（東京学芸大学）

  ・事例報告①「ことばの力で学びをひらく～にじ「浜北教室」における日本語と教科の統合学習～

                                    佐々木しのぶ(浜松市立浜北北部中学校／初期日本語指導拠点校にじ「浜北教室」）

   ・事例報告②「在籍学級の学習活動につなげる日本語指導 

～光村図書２年(上)「たんぽぽのちえ」におけるJSLカリキュラムの考えに基づく授業実践～」

田中寛子（目黒区立東根小学校日本語国際学級）

第3回 8/3（日）アイデンティティと関係づくりを支える～ことばの教育実践を通じて～

・講義「ことばとアイデンティティについて考える～長島先生のライフストーリーをもとに～」

米本和弘（東京学芸大学）

・事例報告「教員としての考え方と実践の共有」 長島ヒデキ（岐阜大学教育学部附属小中学校

準備段階で
企画側と事例報告者が
テーマ・資質能力を

意識的に共有

経験の短い参加者に、日本語を学ぶ子ど
もたちの状況、現場や実践について、理論
背景+具体的なイメージをもって実践的な
理解を深めてもらうよう構成

２ 研修について （１）研修の概要 テーマ・内容・事例報告・講師等



第1回 6/8（日）

子どもの持てる力と経験を新たな学びにつなぐ

～初期支援と活動のアイデア～

１１２人

第2回 7/6（日）

探究する力・自律的に学ぶ力を高める

～日本語と教科の統合学習～

１１６人

第3回 8/3（日）

アイデンティティと関係づくりを支える

～ことばの教育実践を通じて～

100人

【捉える力】「子どもの実態の把握」ア
【育む近力】「日本語・教科の力の育成」ケ・コ

【つなぐ力】「学校づくり」テ

【育む力】「日本語・教科の力の育成」
コ・サ・ス・セ

【捉える力】「子供の実態の把握」イ
  「社会的背景の理解」ク

【育む力】 「異文化間能力の涵養」タ・チ

広報の段階でHPにて各回で
「目指す資質能力」を明示

公益社団法人日本語教育学会 文部科学省委託「外国人児童生徒等教育を担う教員の養成・研修モデルプログラム開発事業」2017～2019

（２）目指す資質能力



公益社団法人日本語教育学会（2020）『文部科学省委託2017-2019年度 外国人児童生徒等教育を担う教員の養成・研修モデルプログラム開発事業

外国人児童生徒等教育を担う教員の養成・研修のための「モデルプログラム」のガイドブック』
6

教育経験・異文化体験・コミュニケーション能力・
人間性等を土台に、「捉える力」「育む力」「つな
ぐ力」が相互に関わりながら実践を動かし、「変え

る／変わる力」がそれを推し進める

参考：豆の木モデル



（３）参加者の背景（経験年数）

第１回：参加申し込み数：128 当日参加者数：112 アンケート協力者数：77（回収率69.4％）
第２回：参加申し込み数：135 当日参加者数：116 アンケート協力者数：81（回収率69.8％）
第３回：参加申し込み数：111 当日参加者数：101 アンケート協力者数：66（回収率65.3％）
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（３）参加者の背景（立場）



事前動画視聴 20分

・・・・・・・

趣旨説明 10分
講義 30分

事例報告 50分

〈休憩〉

テーマに関するグループワーク 40分

全体共有 10分

↓
アンケートによるふりかえり

東京学芸大学先端教育人材育成推進機構 外国人児童生徒教育推進ユニット【研修用動画】「初めて教える人のための 田中先生と学ぶ子どもの日本語指導」

冒頭で
目指す資質能力の提示

目指した資質能力が
高められたか？

（４）各回の構成



第1回

コ）
第二言語習得や教育方法に関する
知識を踏まえ、子どもの年齢的な発
達の違いを考慮した日本語や教科の
指導・支援をすることができる。

（５）研修内容と資質能力の関係

第１回研修 事例報告 坂柳言衣さん 資料



ケ）
外国人児童生徒等の受入れ体
制・指導体制に応じて、指導・支
援を行うことができる

第1回（５）研修内容と資質能力の関係

第１回研修 事例報告 坂柳言衣さん 資料



第2回

セ)
学校内外の生活・学習に結び付
けて、日本語や教科の指導・支援、
内容（教科等）と日本語を統合し
た指導・支援をすることができる。

サ）
日本語に関する知識を生かして、
子どもの日本語の力に合わせた
日本語や教科の指導・支援をす
ることができる。

（５）研修内容と資質能力の関係

第2回研修 講義 見世千賀子 資料↑
事例報告 佐々木しのぶさん 資料→



第2回

コ）
第二言語習得や教育方法に関する知
識を踏まえ、子どもの年齢的な発達
の違いを考慮した日本語や教科の指
導・支援をすることができる。

（５）研修内容と資質能力の関係

第2回研修 事例報告 田中寛子さん 資料



第3回

イ） 子どもの心理的状況を文化適応や家
庭の状況に関連づけて理解することがで
きる。
タ） 子どもの母語、母文化、アイデンティ
ティを尊重し、学級・学校・地域における
社会参加を促すことができる。

（５）研修内容と資質能力の関係

第3回研修 事例報告 長嶋ヒデキ先生さん 資料↑
←講義 米本和弘 資料



第2回のワーク第1回のワーク

（６）グループワークの具体的なタスク
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第1回

目当てとした資質能力高められたかどうかの自己評価
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第2回
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目当てとした資質能力高められたかどうかの自己評価



第3回
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目当てとした資質能力高められたかどうかの自己評価



A)発達段階に応じた指導を心がけていますが、同学年でも環境等により、ひとりひとり違

うので難しさを感じます。初期段階から教科につなげることを意識した学びを取り込んで

いきたいです。

B)児童を見つめ直して、今、必要な日本語の力と教科の内容を見極めることから始めよう

と思いました。

そして、日本語指導の学習内容をねらいを持って組み立てるようにしていこうと思いまし

た。

C)まずはご紹介していただいた実践例を試してみて、そこから児童・生徒に合うようアレン

ジしていきたいと思います。

D)つなぐ力において、校内の支援体制構築に向けて、自分一人でなく、周囲と協力して取

り組んでいきたい

自由記述より（抜粋）

A,B,C）【育む力】【捉える力】が
意識された記述

D） 連続性を編み出す環境に目を向けた記述

（１）アンケート結果から



・研修のめあての明確化

・研修デザインの構造化

・研修参加者が自身の課題を意識化

・実践の次のアクションの具体化（現場の課題の解決に向けて）

（２）「豆の木モデル」を基づく研修の可能性

８つの領域課題 現場・実践上の現状・問題 資質能力の４要素

研修内容／活動／リソース／形態・コミュニティ等
複数要素に関する多様な選択肢を

組み合わせて構造化した研修をデザイン

子どもの実態の把握
社会的背景の理解
日本語・教科の力の育成、
異文化間能力の涵養
学校づくり
地域づくり
多文化共生社会の実現
教師としての成長

捉える力
育む力
つなぐ力
変える／変わる力



東京学芸大学先端教育人材育成推進機構 外国人児童生徒教育推進ユニット(2025) Webサイト

・研修事業 2025年度研修 資料・および報告書

https://kodomonihongo.u-gakugei.ac.jp/project03/

・研修動画 「初めて教える人のための田中先生と学ぶ子どもの日本語指導」

https://kodomonihongo.u-gakugei.ac.jp/resource/content1.html

本研修に関する資料
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